
①周南市/周南市社会福祉協議会（山口県周南市） 

（構成：美地域福祉コーディネーター、 
民生委員・児童委員、福祉員） 

②《活動主体の概要》 
 ○総 人 口： １４７，４２３人 
○高齢者数：  ４４，８２９人 
 ○世 帯 数：  ６７，７５３世帯 
○産業構造： 重化学工業、農業 
○地理的構造：山口県の東南部に位置し、 

北は中国山地を背に、南は 
瀬戸内海を臨む 

  
③活動のきっかけ 

わが国は類を見ないスピードで高齢化
が進展し、周南市においても、高齢化率は
２９．８％（平成２７年４月１日現在）と
なっており、数年後には３人にひとりが高
齢者になると予想されています。 
このような中で、周南市では高齢者が安

心して暮らせるよう、平成２５年４月に福
祉総合相談窓口として２４時間３６５日
対応の「もやいネットセンター」を設置し、
さらには、市・市社協・警察の三者協定や
地域と関わりのある事業者との見守り協
定など、地域で共に支え合う“もやい”の
まちづくりを進めています。 
また、こうした取組を受け、周南市社会
福祉協議会では、民生委員・児童委員、福
祉員による友愛訪問活動（地域見守りネッ
トワーク）をさらに充実させるため、地域
の高齢者等の見守り活動の拠点として、平
成２５年度に各地区社協に「もやいネット
地区ステーション」を設置し、「地域福祉
コーディネーター」（市社協職員）を配置
の上、訪問活動等を実施しています。 
 
④活動方法 
（１）もやいネットセンター 
相談する際に相談先を迷わないよう、あ
るいは問題を抱えたまま孤立しないよう

相談窓口を一本化し、「相談したい人」と
「関係機関」をつなぎます。また、夜間や
休日の緊急事態への対応のための連絡体
制（２４時間対応）を整えています。 
（２）もやいネット支援事業者 
各家庭を訪問する機会のある事業者と
協定を結び、日常業務においてさりげない
見守りを行ってもらい、異変に気付いた際
には、もやいネットセンターに連絡しても
らいます。平成２７年度時点で６４の事業
者と協定を結んでいます。 
（３）もやいネット地区ステーション 
地域の見守り拠点として公民館等の公
共施設に設置しています。また、各地区ス
テーションに地域福祉コーディネーター
を配置し、民生委員・児童委員、福祉員と
協働して見守り活動を推進しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自治体全域型 
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⑤工夫点 
市内３１地区社協すべてに地区ステー
ションを設置し、地区社協から選出された
地域福祉コーディネーターを配置してい
ます。地域福祉コーディネーターは市社協
のパート職員として雇用し、月１２日程度
勤務し、以下の業務を行っています。 
（１）主に地域のひとり暮らし高齢者世帯
（民生委員・福祉員からの訪問依頼世帯）
を対象に訪問の上、安否確認を行なうとと
もに、生活課題を早期発見し、関係機関に
つなぎ早期対応を図る。 
（２）地区社協が行う地域見守りネットワ
ーク活動の調整役を担う。（需給調整会議
の開催等） 
（３）訪問対象者の近隣住民に対し、見守
り活動への参画を促す。（地域見守りネッ
トワークの構築） 
（４）もやいネットセンターや地域の見守
り活動関係者からの安否不明にかかる連
絡を受けて現地におもむき、関係者と協働
し早期対応を実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥成果 
上記のように、地域福祉コーディネータ
ーの活動は、高齢者の安否確認だけに留ま
らず、生活課題をいち早く発見して関係機
関につなぐことや、近隣住民にも見守り活
動への参画をお願いするなど、高齢者が地
域で安心して暮らせる環境づくりを進め

ています。こうした活動は、従来からの友
愛訪問活動、地域見守りネットワーク活動
をより強固に支え、地域が一丸となって重
層的・複眼的な見守り活動を展開する力と
なっています。 
また、地域福祉コーディネーターは地域
の高齢者の実態を把握していることから、
地域包括ケアシステムの構築に向けた地
域の支え合いの推進役として期待できま
す。 

 
⑦課題 
もやいネット地区ステーションは、平成
２５年度の９地区を皮切りに、平成２６年
度に１６地区、そして平成２７年度には全
３１地区に設置予定です。今後は、公民館、
地区民協、地区社協等へのヒアリングによ
り諸課題を抽出するなどの検証を行い、本
事業を効果的かつ継続的に展開していく
ことが求められます。また、併せて地域福
祉コーディネーターの育成・資質向上など
の取組を進める必要があります。 
適切な人材確保について課題となって
いる。また、福祉ニーズの中でも「高齢者
の交通手段確保」については住民ニーズが
高いため、町においてコミュニティバス運
行事業等を行ってはいるものの、充分とは
言えず、残された大きな課題となっている。 

 
⑧代表者、事業者等の声 
周南市では、高齢者が住み慣れた地域で
安心して生活することができるよう、地域
住民、関係機関等、多くの方々にご協力い
ただき、全市的な地域支え合い、見守り活
動（もやいネット）を推進しています。「舫

もや

い」、「催
も

合
や

う」とは「共に行うこと」、そ
して「共に分かち合うこと」を意味します。
今後、市内全域に、より「もやいネット」
の輪が広がっていくことを期待していま
す。（周南市地域福祉課） 

（地域福祉コーディネーター）


